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特集　東日本大震災と図書館
3.11　明治大学図書館の記録
明治大学図書館*
はじめに
東日本大震災からすでに 5年が経過した。記憶は徐々に薄れ、あの時に
感じた切実な危機感も消えつつある。大阪からトラックで運ばれてきた城
市郎氏の旧蔵書を、一時的保管場所とした旧明治中学高校の体育館に少し
汗ばみながら運び込み終り、一休みという時にあの地震が起きた。城市郎
氏旧蔵書が来た日であることばかり覚えていて、あの大きな揺れとその後
の大混乱は、記憶が錯綜していて筋道だった時間の経過を整理することが
できない。とにかく図書館利用者が無事か、中央図書館に走ったことを覚
えている。幸いなことにけが人がでることはなかったが、交通機関は麻痺し、
リバティタワー内も、図書館にも、そして事務室にも、自宅に帰れない人
間が多く発生し、大きな混乱となっていた。
あのような災害への備えが全くなく、そのため発生する問題を的確に予
想・把握し、適切な指示を出すことが出来なかったことの反省も、だんだ
ん忘れてきている。はるかに被害の酷かった東北地方の図書館でさえ、そ
の記憶は薄れつつあると聞く。そのような中、図書館総務事務室の定例
ミーティングの中で毎回一定の時間をとり、災害への対処に関する対話を、
* めいじだいがくとしょかん
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2013年から始めた。今度あのような災害が東京で発生したら、図書館でど
うしたら良いのか、自分を守るために何を考えなければいけないのか、そ
うした話し合いからさらに、大きな被害にあった東北地方の図書館視察な
ども実施し、少しずつ危機感の共有が図られてきたのではないかと思われ
る。
このような流れの中で発案されたのが、今回の特集「東日本大震災と図
書館」である。そしてあの時、明治大学図書館では何があったのか、どの
ような混乱が発生したのか、どこかに記録しておかなければ消えてしまう、
という危惧のもとに作成されたのが本稿である。首都直下型地震発生の確
率も高まっていると言われる。地震をはじめとする自然災害に備えること
も、図書館を運営する者として当然の責務である。東日本大震災当時の各
図書館担当者による、あの時の経験と反省をしっかりと記録しておきたい。
（菊池　亮一／図書館総務事務長）
1　図書館総務事務室　－震災当時を振り返って－
1.1　庶務チーム
（1）震災当日
前述の菊池事務長同様、私も記憶が曖昧になっているが、2011年 3月
11日地震発生時、庶務担当の私は、中野図書館設計のための諸条件につい
て、大学会館 5階にあった中野キャンパス準備事務室で打合せを行ってい
た。揺れが感じられたときは、東京に多いいつもの地震だろう、と気にも
留めなかった。異常を感じた時には、窓の外から見える御茶ノ水駅周辺の
細長いビルが、大きく畝っていたのを今でもはっきり覚えている。中野キャ
ンパス準備事務室に隣接している施設課の事務室では、事務机から書類が
なだれ落ちる様子が見え、大学会館では避難命令が繰り返し放送されてい
た。揺れが一旦おさまった時、私は資料を握りしめ、自分の事務室に向かっ
て走り出していた。研究棟１階の事務室に戻った時には、皆避難した後で、
誰もいなかった。研究棟守衛所に残っていた守衛さんに、皆が錦華公園に
避難したことを聞き、私もヘルメットを被り、コートを着て、錦華公園に走っ
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た。皆の顔を見た時はほっとしたものだった。
当時は和泉図書館建設計画の真っただ中で、1月 24日の地鎮祭を経て、
新図書館の工事が始まった頃であった。そのほか大きな業務として、国際
マンガミュージアム構想や中野図書館設計などがあり、加えて、年度末業
務で多忙を極めていた。そのため、帰宅できない一夜を事務室で過ごしな
がら、一つでも仕事を片付けたい一心で、委員会議事録を作成していたこ
とを記憶している。しかし、今思えば、被害全貌を把握していたらそれど
ころではなかっただろうと心が痛む。
（2）震災被害による影響とその対応
翌週からは、被害状況を確認し、対応策も検討しながら、年度計画業務
も遂行した。
和泉図書館建設計画については、現場定例や各工事区分の分科会のほか、
図書館内のWGなど、ほぼ毎日の会議・打合せに出席した。この震災で最
も心配されたのは、工事の進捗であった。資材の運搬が遅れたり、入手で
きなくなったり、工事現場の職人さんたちが東北被災地へ流れるなど混乱
が続いていた。施設課職員や設計業者、施工業者の心労や重圧は計り知れ
ないほどであっただろう。
各図書館の被害状況については、後述の各図書館の報告をご参照いただ
きたい。庶務としては、最も被害の大きかった生田図書館の状況について、
館長、学長、担当理事へ報告を行った。2011年度から交代が決まっていた
新館長は、自ら生田図書館に足を運び、状況を確認してくださった。各図
書館では、現場職員が復旧のために力を合わせて取り組んでくれたことに
心から感謝したい。
中央図書館では、貴重書が落下により多数破損した。洋書・和書ともに
落下したが、表紙や本体ページが取れてしまうなどの破損のほとんどは洋
書であった。これらを修復するため、計画的に行っていた 2011年度、2012
年度の資料修復事業を後回しにし、この貴重書修復にあてたほか、2011年
度の「平成 23年度私立学校建物其他災害復旧費補助金」にも申請し、修復
費用を確保した。
このほか、印刷業者の多くに営業不可能や遅延が発生し、図書館の印刷物
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にも影響があった。「利用案内　2011」については、印刷業者と原稿の校正
をやりとりしている最中であったが、印刷工場が被災してしまったため、印
刷作業を断念せざるを得ない状況となり、急遽、別の印刷業者へ発注を行い、
年度内での納品に間に合わせた。『図書の譜』第 15号については、年度末
までに印刷が間に合わないという事態が起こり、調達課と打合せの上、次年
度の納品となった。
（3）防災対策
この震災により、図書の落下を防ぎたいというニーズが多くの図書館で
起こってきたと聞いている。それまでは、書架から図書を落下させ、書架
の負担を軽くし、書架の転倒を防ぐというのが一般的な考え方であった。
和泉図書館の設計においては、書架棚板に角度を持たせ、図書の落下を防
ぐことが考えられている。中野図書館の設計では、免震構造により図書落
下を防ぐように考えた。
そこで、中央図書館、生田図書館においても、図書落下防止策を検討す
ることとした。その結果、中央図書館では、棚板に角度をつける対策を選
択し、既存書架にも対応可能な器具を取り付け、書庫を中心に棚板を変更
した。生田図書館では、収容冊数と書架高さの関係から、棚板に角度をつ
けることができなかったため、落下防止バーを設置することとした。
（4）他大学の被災者への利用サービス
最後に、利用サービスについて触れておきたい。この震災によって所属
大学や住居等が被災し、所属大学図書館の利用が困難となった学生・教職
員に対して、2012年 3月 31日まで本学図書館を開放した。ライブラリーカー
ドの発行を無料で行い、資料閲覧、図書館に設置しているコンピュータの
利用を提供した。
図書館には、常日頃から相互協力という考え方があるが、このような突
然の事態においても、手を差し伸べようという姿勢は本当に素晴らしいと
思う。このときも、こういったサービスをしようじゃないか、と提案した
職員がいたことを誇りに思う。
（折戸　晶子／和泉図書館事務長）
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1.2　目録・受入
（1）震災当日のこと
2011年当時、目録チームの専任職員は 4名で構成していた。当日は 2名
出張中、1名午後から休み、1名のみ事務室内で執務中であった。嘱託職員
2名、派遣職員 1名も執務していた。
発災時、余震時には、職員、嘱託職員、派遣職員は錦華公園に避難した。
2名の出張者が 17時過ぎに図書館総務事務室に戻った際、事務室内は落ち
着いており、作業中の図書が置いてある書架に地震の影響はみられなかっ
た。
職員 1名は家人の自家用車で帰宅するも渋滞に巻き込まれた。職員 2名
と嘱託職員 2名、派遣職員 1名は帰宅困難となり、そのまま事務室内で一
晩をすごした。嘱託職員 2名は交通機関の運転再開を知り、夜半に帰宅。
職員 2名、嘱託職員 1名は夜明けを待って帰宅した。翌、3月 12日（土）は、
職員１名が出勤した。
業務委託者については、図書目録委託業者、雑誌整理委託業者とも発災
時、余震時とも職員とともに錦華公園に避難した。17時の終業後、一方の
業者は事務室内に残り、一方は退出した。退出したものの、交通機関が止
まっていたため、徒歩で帰宅したもの、駅に泊まったもの、リバティタワー
で帰宅困難者となったものなど、ばらばらに過ごすこととなった。
（2）翌週以降のこと
出勤状況の把握（安全確認）と作業の進捗確認を目的として、業務委託
の 2社に業務日誌の作成を依頼した。
3月 16日（水）、図書目録委託業者と職員にて臨時の会議を開催した。そ
の時のレジュメによれば、主に次の 2点を打ち合わせていた。
• NIIの目録作成システム停止による代替作業として、装備業務を充当す
る。
• 業務日誌の作成
図書整理担当としては NIIの稼働が不安定なため、実務作業をどのよう
にしていくかが大きな課題となった。通常のルーチン業務の多くを占める
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図書目録作成、レコード調整業務とも「いつ作業できるのか」見込みがなかっ
たため、毎日図書目録委託業者と職員にて打ち合わせを行っていた。4月以
降は、5月からの授業再開に備えてできるだけ通常体制に戻れるよう、双方
で努力をしていた。
雑誌整理委託業者は 3月 15日（火）から出勤。図書目録委託業者と同様に、
出勤簿の作成を依頼した。雑誌の納品は継続しており、図書館システムも
稼働していたため、受入業務を進めることは可能だった。通常業務において、
図書ほど NIIを使用することがないので、NIIの稼働の不安定さが業務に影
響を与えることは少なかった。
図書受入は、当該年度購入分の検収締切が終わっていたので、大きな影
響はなかった。図書館システムも稼働していたので、出勤ができれば、寄
贈図書受入などの業務は可能だった。
（3）問題点
発災日当日は、管理職、補佐職とも勤務中だったものの、各々、各所の
確認に奔走していたため、指示を仰ぐことができなかった。また、職員と
してどのように行動してよいかもわからなかった。また、業務を委託して
いる業者 2社と、発災時にどのように行動するかについて協議をしていな
かったため、それぞれの行動に差が出た（一方は職場で待機し、一方は解
散し、帰宅困難者となった）。
復旧時、NIIの稼働の不安定さは、図書目録業務に大きな影響を与えた。
今回の震災では、停電がなかったこと、建物の被害がなかったこと、人的
被害がなかったことなどから、比較的速やかに通常業務に戻れたが、今後
発生しうる災害時にこれらの内 1つでも欠けてしまった場合、どのように
復旧をしていくかを考えておく必要があるのではないか。
（関口　則枝／和泉図書館事務室）
（杉谷　美和／図書館総務事務室）
1.3　図書館システムの対応や影響
地下1階のシステム室、併設されているサーバルームも大きく揺れた。サー
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バラックの間で作業をしていた N氏は、身の危険を感じてサーバルームか
ら飛び出してきた。ラックが大きく揺れ、機器が触れ合う大きな音がした
そうだ。耐震用アンカーを打っていたため、ラックの倒壊、機器の破損等
はなく、業務への影響はなかった。
当日は、富士通 SEが来館して図書館パッケージのアップデート作業を実
施中であったが当然作業中止、延期となった。富士通 SEも帰社、帰宅が困
難となり、一緒にシステム室で夜を明かした。
幸いなことに千代田区には計画停電がなかったため、停電対応業務は発
生しなかった。震災後の電力不足の対応として、多重化されていたサーバ
等の不要不急の機器類をシャットダウンして節電に協力した。
（梅田　順一／図書館総務事務室）
2　中央図書館　－「3.11東日本大震災」とその影響－
2.1　震災発生まで
中央図書館はリバティタワー南ウイングに位置し、1Fから B3Fの開架フ
ロアに 1,270余の閲覧席がある。研究棟 B1Fから B3Fに 5層の書庫があり、
B2Fカウンター脇から連絡通路で入庫できる。震災当時は、専任職員 8名、
業務委託スタッフ 21名、短期嘱託 2名、派遣 1名、インフォメーション
6名（出勤は１日 2～ 3名）の計 38名が在職した。11日の入館者数は 1,833
人で、授業期間の半分以下だった。
リバティタワーの耐震性能は、震度 7レベル（阪神淡路大震災レベル）
では構造体に一部損傷がでるが、重大な損傷は無く倒壊しない。震度 5～ 6
レベルでは、構造体にほとんど損傷しないとされる。大震災は午後 2時 46
分に発生し、千代田区は震度 5強と報道されたが、リバティタワーの震度
計は1ランク弱い揺れを感知したという。前震につづく本震とその収束まで、
今までにない強い揺れが 4～ 5分続いたように感じられた。
開架フロアでは、転倒防止で連結された書架等が一斉に揺れた。指示を
受けたスタッフが「ガラス・書架から離れ、机の下で体を低くしてください」
と言いながらフロアを駆け回り、多くの利用者が机の下に身を伏せる姿が
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見えた。書庫も、スタッフが急きょ各層を巡回して入庫者に退出を求めて
閉鎖した。奥まった場所にある B3F共同閲覧室、B2Fロダンルームは閉室
した。機敏なスタッフの初動対応に大いに助けられた。
2.2　幸い軽微だった被害と利用規制
本震後、幸い人的被害は無く、施設設備も目視の限り損傷は見られなかっ
た。自主的に退館する学生が多かったが、なお館内に留まる利用者の姿も
あった。外気温の低さを考慮し建物の耐震安全度を信頼して、利用者に退
館は強制せず、各フロアの在席者数は目視で概数を把握した。ちなみにリ
バティタワーの館内放送は、①通常放送、②緊急一斉放送、③火災放送の
3種があり、図書館には③火災放送のみ音声が入る。防災センターからの情
報伝達は、電話または伝令で行われた。図書館総務事務長が応援に来室した。
図書は書架から落下したものの、破損などの被害はほとんど無かった。
落下した図書は、開架フロアでは B1Fが多く、B2F、B3Fの順で少なかった。
落下した図書は、スタッフが当日中に復旧した。書庫では B1Fは異常なく、
B2Fは上層で落下が多く、下層はわずかで、上層の落下本は後日復旧した。
B2F下層の通路奥で、平積みの資料が荷崩れして散乱したが、後日復旧した。
B3Fは上層での落下が多く、下層は少なく、上下層とも当日中に復旧した。
ローライブラリー・第三書庫は、問題なかった。
11日は午後 6時で臨時閉館し、帰宅困難者は大学が指示した教室等に移
動した。待機場所は学生が男女別、妊婦・体調不良者は別室を指示され毛
布が支給された。鉄道路線が途絶したため、職員・スタッフ約 30名が帰宅
困難となり、余震を恐怖しつつ館内または待機場所で夜を明かした。電気
水道、トイレ、空調、ネット環境は利用できた。日暮れ前、早くも品薄化
し始めたコンビニで買ったカップ麺 30個が役に立った。
3月 12日（土）～ 15日（火）は、中央図書館・ローライブラリーは、
大学の要請および鉄道不通のため臨時休館した。職員の勤務体制は、縮小
規模で出勤可能な職員のみで通常勤務だった。3月 12・13日に開催予定だっ
た図書館司書講習は延期された。
3月16日（水）は、午前10時～午後5時まで、書庫入庫を除き通常開館した。
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3月 17日（木）から 31日（木）までの平日は、大学の指示で午前 10時
～午後 5時まで開館し、1階マルチメディアエリア利用、レファレンスカウ
ンターでの図書貸出・返却のみ対応した（土・日曜・祝日は休館）。B1F以
下のフロアおよび書庫は、立ち入りを規制し、閲覧請求図書は、スタッフ
が出納方式で対応した。
この間に、3月 26日の卒業式、4月 7日の入学式は中止が決まった。
2.3　2012年度新学期の開館状況と防災対応
4月 1日から 6月 26日までの開館時間は下記のとおりだった。利用者は、
各フロア・書庫に自由に入室できる状況でのサービス体制だった。
4/ 1～4/24 月～土 9：00～18：00  休日10：00～17：00
4/25～6/26 月～金 8：30～20：00 土 8：30～19：00 休日10：00～17：00
4/29は 9：00～ 17：00（休日学習指導日）、5/3～ 5/5は 8：30～ 20：00（休
日授業日）だった。6月 27日からようやく震災前の通常開館体制に復旧した。
余震の危険と安全性の確保との狭間で、大幅な開館時間縮小を余儀なくさ
れた 108日間だった。
地震による被害は、幸いに最小限に留まった。貴重書庫 B室（手前の室）
で、棚に置いた準貴重書が棚 1段分滑り落ち表紙が破損したため、文部科
学省に平成 23年度私立学校建物其他災害復旧費補助金を申請し交付金を得
て修復した。B3F共同閲覧室の点検で壁面にひび割れが見つかり、壁面を
塗り直しした。また図書落下防止と避難ルート確保の対策として、2011年
度末から 2012年度初にかけて開架エリア書架の棚板最上段全てと書庫の通
路に面した棚板の一部に、図書落下防止機能の高い棚板を導入し、従来の
棚板は交換した。
2010年度の利用者総数は、948,513人（2009年度 955,701人）で、前年
度に比べて 7,188人減少した。2011年度は、874,439人で、2010年度に比
べて 7万 4千人以上も減少した。原因は、大震災後の臨時休館、利用制限、
開館時間短縮にあったと思われる。
震災の教訓を三点に要約する。第一に利用者・館員の生命身体・財産の
安全保護、第二に大学の固定資産である図書・建物の保全、第三に図書館
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利用環境やサービス等の維持提供である。また業務受託者の協力で大規模
震災発生時の対応マニュアルを作成した。
（伊能　秀明／中央図書館事務長）
3　和泉図書館　－仮住まいで遭遇した東日本大震災－
3.1　地震発生
2011年 3月 11日に地震が発生したとき、私は和泉図書館の事務室で仕
事をしていた。翌年オープン予定の和泉新図書館の検討や新年度に向けた
準備作業はあるものの、3月の和泉キャンパスは学生も少なく、穏やかな年
度末の一日として過ぎていた。
はじめに揺れを感じたとき「ああ地震だな」と思う程度だった。それか
ら「ちょっと長いな」「終わらないな」「強くなってきたな」と思っていた
ところ、急に身体を揺さぶる強い揺れに襲われた。「怖い！」と叫んだ女子
学生がしゃがみ込む様子が、カウンター越しに見えた。
その瞬間「館内放送しないと」と思い、揺れで床を滑ってきたブックト
ラックを避けながら事務室の隅にある放送設備のところまで走った。「地震
です！机の下に避難して、身の安全を確保してください！」と揺れがおさ
まるまで繰り返し放送した。放送中、私は右手でマイクを握り、左手では
身体の横でガタガタと大きく揺れるガラス戸の食器棚をおさえていた。震
災当時の和泉図書館は、3階建
てのプレハブ（写真 1）と第四
校舎を新図書館建設中の代替施
設として使っており、事務室は
プレハブの 1階にあった。食器
棚もキャビネットもロッカーも
すべてが薄いプレハブの壁に転
倒防止金具で付いているだけの
状態であった。「どうか倒れな
いで！」と祈りながら、揺れる 写真1　プレハブ外観
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食器棚を必死におさえて放送を続けた。当時のプレハブの事務室は本当に
狭く、事務机の真後ろに背の高いキャビネットやロッカーを配置していた
ので、倒れなくて本当に良かったと思う。
3.2　揺れがおさまった後
揺れはおさまったが、この後きっと大きい余震が来るはずと、スタッフ
全員でまだ館内にいた利用者をプレハブの外に誘導した。その後被害状況
を確認したところ、プレハブ 1・2階の図書が多数落下して床に散乱し（写
真 2・3）、2階の外に設置していたエアコンの室外機 2台が大きくずれてい
て（写真 4）揺れの大きさを物語っていた。当時第四校舎には書庫本を詰め
込んだダンボールを積み上げていたが、こちらもダンボールが崩れて多く
の図書が床に散乱していた。たびたび発生する余震の合間を見計らいなが
ら、スタッフ全員で落下した図書を集めて閲覧机に仮置きをした。週明け
からの復旧作業では図書館総務事務室職員の応援も得て、修理に出す破損
本を除いた全ての図書を書架に再配架した。
写真2　落下した参考図書（プレハブ1階）
写真3　落下した一般図書（プレハブ2階）
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印象に残っているのは、たま
たま和泉キャンパスにいた施設
課の職員が、プレハブが崩れた
のではないかと心配して、地震
後すぐに飛んで来てくれたこと
である。幸い人的被害はなかっ
たが、揺れ方やプレハブを建て
る場所によっては、もっと大
きな被害が出ていたかもしれな
い。
地震発生後、臨時閉館が決定したが、最寄りの明大前駅を通っている路
線は運転を見合わせていて、学生と同様に職員・業務委託スタッフも帰宅
困難者となった。和泉キャンパスでは帰れない学生や近隣住民の避難先と
しての対応をとるため、職員は手分けをして担当にあたった。
私が夕方に担当したのは、避難してきた学外者の教室への誘導だった。
都心から郊外の自宅へ歩いて帰宅しようとする人たちがトイレや一時休憩
として教室を利用した。キャンパス前の甲州街道が新宿方面からこちらに
向かって歩いてくる人たちで埋め尽くされている光景は異様なものであっ
た。夜は帰れない学生のために開放した教室を担当した。教室では大型ス
クリーンに NHKニュースを映していて、私はそこではじめて地震と津波の
映像を見た。プレハブにはテレビもラジオもなかったため、地震が起きて
から約 4時間後にようやく映像を目にして被害の大きさに衝撃を受けた。
電車が復旧し帰宅が可能な人は帰ったが、何人かはプレハブで泊まるこ
とになった。各自和泉キャンパス課から支給された災害用毛布にくるまり、
事務室の椅子や閲覧机に横になって仮眠をとった。私も寝ようとしたが津
波の被害を受けた福島原発の様子が気になって、ネット配信が始まった
NHKニュースを見ながらまんじりともせず夜を過ごした。朝方は夜明け前
から女子学生の仮眠室の見張り役（男子学生が入らないように）を担当した。
廊下で朝日が昇るのを眺めながら、この先どうなるのだろうと不安に思っ
たことを今でも思い出す。
写真4　ずれたエアコン室外機
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3.3　当時を振り返って
新図書館の建設工事は震災の影響を大きく受けた。地震発生当初は建設
資材や燃料の手配の遅れが発生し、その後も長期間にわたり人員不足に悩
まされたが、2012年 3月 31日に無事竣工式を迎えることができた。
震災後、何人かの方から「よく揺れている最中に放送できたね」と言わ
れたが、これには理由がある。地震は金曜日だったが、その週の月曜日に「地
震によってプレハブ 3階で出火」という想定の防災訓練が行われる予定で
あった。結局雪で中止となったが、私は館内放送の担当だったので事前に
放送の練習をしていたのである。訓練の予定がなければとっさに身体は反
応できなかったと思う。
現在私がいる 2013年にオープンした中野図書館は免震書架を採用し、
Wi-Fiテレビ、ラジオ、LEDの懐中電灯を図書館独自に揃えている。今後
も日頃から災害に対する備えを心掛け、少しでも行動に移していきたい。
（畑野　繭子／中野教育研究支援事務室）
4　生田図書館　－震災による館内被害と利用規制の記録－
1969年に建設、1988年に増改築を経た生田図書館では、館内全体に被害
が及び、その復旧に中央、和泉図書館より多くの時間を要した。今回の特集
を機会に、被害の概要と復旧作業に伴う利用規制について、記録にとどめて
おきたい。
4.1　震災当日
春季休暇中ということもあり、延入館者数 213名、滞在者数もかなり少
ない、年度末の静かな午後に地震は発生した。後に報道された生田キャンパ
スが位置する川崎市多摩区の震度は 4だったが、当時はその数字以上の経験
したことのない揺れを感じたことを覚えている。最初の揺れがおさまった直
後、スタッフが館内に散開し、書架から離れるよう、机の下にかくれるよう、
指示をして回った。また書庫に人がいないか、エレベータ使用者がいないか、
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もあわせて確認した。幸いにも利用者、スタッフにも負傷者は発生しなかっ
た。余震が続く中、生田キャンパス全体放送で、建物から出るよう指示が
あり、館内にいた学生に退館を促した。避難した学生は、キャンパス内の
指示された場所に集合した。職員、業務委託者は、館内に残置されていた
利用者の私物を回収後、事務室に待機した。業務委託者の一部は、第 2校
舎 A館にある理工学部総合文化教室の資料室に研究用図書の蔵書点検に出
向いていたが、作業を中断して図書館に戻った。
職員は事務長以下 5名が出勤、1名が休暇をとっており、派遣職員は 2名
とも休暇を取得していた。業務委託スタッフは 13名が出勤、合計で 18名
が勤務していた。図書館は 16時で臨時閉館する。後述する被害が発生して
いたが、余震が続いていたこともあり、安全のため当日は落下資料の処理
も含め、復旧作業には一切手を付けなかった。学生や教職員の帰宅困難者は
生田キャンパスの中央校舎にとどまることになったが、大学側から生田図
書館事務室職員に対して、対応業務に従事するよう指示はなかった。交通
機関が大きく乱れたため、徒歩で帰宅可能と判断した者は帰宅したが、職
員 2名、業務委託者 8名が帰宅困難となり、事務室で一晩過ごし、翌日朝、
小田急線再開後に帰宅の途についた。
翌日 3月 12日（土）は、業務委託者は自宅待機、職員は 2名が勤務した。
また、1F第 3閲覧室の非常口ドア（サムターンカバー装着）一か所が開放
状態になっていることがわかり、そこから学生が避難していたことが判明
した。非常口の状態確認は全く念頭になかったので、反省点のひとつである。
4.2　震災による館内被害
建設から 40年以上を経過していた生田図書館では、他館と異なり、館内
では以下のような被害が発生した。
（1）資料の落下
2F第 1開架閲覧室、第 2開架閲覧室、1F第 3開架閲覧室、B2書庫電動書架、
保存書庫電動書架で多数の資料が落下し、床に散乱した。後に対策として、
書架最上段に落下防止バー（日本ファイリング製ブックキーパー II）の設置
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を進める。
（2）書架の破損、ずれ
1F第 4書架の固定金具が壁面から大きく外れ、書架が斜めに倒れかけて
いた。また、揺れでビスがゆるんだせいか、天板が外れかけた書架が散見さ
れた。2段積みの新着雑誌書架は、上段と下段にずれが生じたり、書架全体
が数 cm動いていた。また B2書庫及び保存書庫設置の電動集密書架の列組
みが曲がったりした。書架の被害状況を調査していく過程で、目視でわかる
破損個所の補修のみでは不十分で、全書架の安全性を確認しないまま利用者
を入館させることは難しいと判断し、利用規制をしながら書架の点検・補修
を進めることになった。
（3）天井や壁面の被害
天井高の高い 2F閲覧席では、天井部材の欠片が落下したり、粉が落ちた
りして、閲覧席周辺がかなり汚れた状態だった。また、空調のダクトや吹
き出し口がずれた部分もあった。また増築部分との連結の吹き抜けになっ
ている壁面上部では部材のはがれがかなり生じた。館内全体あちこちで、
壁面にひびが入った。
4.3　利用規制を伴うサービス体制
館内被害がかなり発生したため、専門職員による安全確認や、復旧作業
の見通しがつくまで開館は困難と判断、他館は 3月 16日よりサービスを限
定して開館したが、21日までは休館とした。休館中に落下資料の返本作業
や、清掃を進めた。また小田急線が全線開通するまでは、通勤が困難な業
務委託スタッフも数名存在した。その後、3月 22日（火）～ 4月 24日（日）
までは、立入禁止エリアを設定した上で、サービスを限定して開館した。
不測の事態にそなえて、開館時間中は職員が対応できるよう、時差勤務体
制を敷いた。
提供サービスは、施設の安全確認、復旧作業の進捗に伴い、4月 4日（月）
以前と以降で、内容を変更した。
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3月 22日（火）～ 4月 3日（日）
館内被害箇所の復旧を進めつつ、利用者の安全確保を第一に、館内には
滞在させずにサービスを提供することを基本方針とした。また余震も続い
ていたため、スタッフの安全を考慮し、書庫・保存書庫の出納は行わなかっ
た。この期間中に建築士の資格をもつ施設課職員による安全確認作業、生
田キャンパス課施設職による新着雑誌書架の固定作業、業者による書架点
検・補修作業の手配を進めた。
利用可能エリア：2F貸出・レファレンスカウンター、OPAC2台
サービス： 貸出（1F/2F開架エリア配置の資料のみ）、返却、ライブラリー
カードの更新（新規作成は不可）、ILL到着済文献の受け渡し。
資料はスタッフが出納。
4月 4日（月）～ 24日（日）
開館時間を 9時からに早めた。閲覧席の一部開放、新着雑誌を立入禁止
エリアの書架ではなく、開放した閲覧席の一部に並べることで、提供を開
始した。この期間中に、書架設置業者（キハラ・文祥堂）による書架天板
のビス止め、B2書庫および保存書庫の電動書架の点検・整備、生田キャン
パス全体の補修を担当している業者による壁面や天井の部材落下部分の補
修工事を行い、立入禁止エリアの解除に向けた作業を進めた。
利用可能エリア：2F貸出・レファレンスカウンター、2F第 1開架、第 2
開架閲覧室の一部
サービス： 貸出（全資料）、返却、ライブラリーカードの作成・更新、
ILL。資料はスタッフが出納。
なお、立入禁止エリアに設置の書架や教員用コピー機については、教員
に限定して、要望があれば、書架へのアクセス、教員用コピー機の利用を
認めた。利用時には、ヘルメットの着用を必須とし、利用延べ人数は 40名
であった（コピー機については、院生も可とした）。用途はコピー機利用が
多かった。
3月、4月の開館時間は以下の通りである。
3月 12日（土）～ 21日（月）  休館
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3月 22日（火）～ 25日（金）  10：00～ 17：00
3月 26日（土）  10：00～ 14：00
3月 27日（日）  休館
3月 28日（月）～ 30日（水）  10：00～ 17：00
3月 31日（木）  休館
4月  1日（金）  10：00～ 17：00
4月  2日（土）～  3日（日）  休館
4月  4日（月）～  8日（金）   9：00～ 17：00
4月  9日（土）   9：00～ 15：00
4月 10日（日）  休館
4月 11日（月）～ 24日（日） 平日  9：00～ 18：00
 土  9：00～ 15：00
 日 休館
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 東日本大震災による館内被害状況について 
第１開架閲覧室 
資料落下 
保存庫 復旧作業 Ｂ２書庫 
資料落下 
新館⇔旧館 
つなぎ目 ずれ 
第２開架閲覧室 
資料落下 
雑誌・参考室 
書架固定金具外れ
雑誌・参考室 
送風口および天井 破損
新館⇔旧館 
つなぎ目 ずれ
第４開架閲覧室 
書架破損・外れ
書架破損 
上記以外にも、書架のずれや固定金具のはずれ、天井材や壁材の
落下、Ｂ２書庫電動書架の故障など、館内には複数の危険箇所が
あります。現在、利用者の皆様が安全にご利用いただけるよう、修
理や補修などの対策を行っております。 
ご不便をおかけしますが、ご理解・ご協力をお願いいたします。 
利用者向の掲示（2011年4月4日掲出）
（平田　さくら／中央図書館事務室）
